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FT8 Image Transceiver プログラム開発体験 

Shu JA3GQJ 

 

ChatGPTに「WSJTX」の FT8で JPEG画像を送受信する Pythonプログラムを書かせて 

みたのでその体験のメモを PDFファイルに残す。 

1． ChatGPTに指示（依頼）した画像送受信のプロセス 

  ChatGPT に指示（依頼）したことを纏めると概略次のようになるが、ChatGPT との 

やり取りは数えきれない回数であった。 

１－１．ChatGPT に指示（依頼）した送信画像準備のプロセス 

・送信用画像をローカルフォルダーから選択して取り込んでキャンバスに表示する。 

・画像取り込み用ボタンを用意する。 

・キャンバスに表示した画像を ftpサーバーの指定するフォルダーにアップロードする。 

・画像アップロード用のボタンを用意する。 

・アップロードが完了したらその時間をキャンバスの下に表示する。 

１－２．ChatGPT に指示（依頼）した画像送信のプロセス 

・C:¥WSJT¥wsjtx¥bin¥wsjtx.exeのWSJTXを起動する機能とボタンを用意する。 

・起動したWSJTXの送信許可（n）ボタンを Onにする機能とボタンを用意する。 

・送信停止（H）ボタンを操作する機能も必要である（ボタンは不要）。 

１－３．ChatGPT に指示（依頼）した画像受信のプロセス 

・WSJTX が受信したコードを記録しているファイル ALL.txt をファイル A とする。 

・ファイル Aの内容は相手が送信するごとに変化する。 

・この変化を監視して送信相手が変わるごとにコールサインを抽出する。 

・送信局の送信画像がある URL のリストを作って WSJTX と同じフォルダーに保存 

したテキストファイル FT8IMGUsers.LSTをファイル Bとする。 

・ファイル A から抽出したコールサインでファイル B のリストを検索して該当する 

コールサインを見つけてそのコールサインの URL から該当局の画像をダウンロード 

してキャンバスに表示する。 

・表示したキャンバスの下に受信時間と送信局のコールサインも表示する。 

・受信画像をディジサイドにアップロードする Pythonのコードとボタンを用意する。 

 

 １－４．通信ソフトにWSJTXを使用する理由 

   ファイルAに必要なWSJTXが自身で保存するテキストファイルの名前がALL.TXT 

で固定され、内容だけが受信数に応じて増加するだけなので利用し易いからである。 

   JTDX は記録するフォーマットは WSJTX と同じであるがファイル名が日替わり 

するので扱い難く Pythonのコードが複雑になる。 
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2． FT8 Image Transceiver 

完成したソフト名を FT8 Image Transceiverとした。図１が起動時の画面である。 

 

図 1 

 画面には ChatGPT に指示して作った七つのボタンがある。 

 ・「Initial Setup」ボタン 

クリックすると図２の画面がポップアップして 

① 送信画像アップロード用 ftpサーバーの情報 

② ファイル Aとファイル Bのディレクトリー（File A Pathと File B Path） 

③ デジサイトにアップロードする画像があるディレクトリー（Local file Path） 

④ 受信画像アップロード用デジサイトの ftpサーバーの情報 

を入力して保存する。 

 

図２ 

入力したデータ（情報）は「FT8 Image Transceiver」と同じフォルダー（C:¥IMAGE）

にファイル名「ftp_settings」として保存、二回目以降はその情報を自動で読み込んで 

それぞれの目的に使用する。「ftp_settings」はメモ帳などで開くことができる。 
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   フォルダーのディレクトリーは送信画像用「TXIMG」、デジサイト用「RXIMG」で 

   既存のソフト悪影響を与えないように専用のフォルダーにした。  

 ・「Load Local Image」ボタン 

  ボタンをクリック → フォルダーを開く（図３） → 送信する画像を選択 →  

読込んだ画像をキャンバスに表示（図４） → 「Upload Image」ボタンが有効に 

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 ・「Upload Image」ボタン 

  ボタンクリック → 画像のファイル名を image1 にして ftp サーバーのフォルダー 

「TXIMG」にアップロードする。アップロードが終わるとその時間を表示する（図５）。 

 

図５ 

図３ 

 

図４ 
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 ・「Run WSJTX」ボタン 

  ボタンをクリック → WSJTXが起動する（図６）。 

 

図６ 

 ・「TX Permission」ボタン 

送信画像読み込み終了 → ボタンをクリック → WSJTXの「送信許可(ｎ)」ボタン On

（赤色）になり → 定時に送信が始まる。 

 ・「Digi Sites」ボタン 

ボタンをクリック → 受信画像が Digi-Sites のフォルダーにアップロードされる。 

問題点 

既存の Digi-Sites を利用してファイル名 image1 でアップロード出来たが、アップ 

ロードするたびに上書きされてしまう、送信局のコールサインが表示されないなどの 

問題があるので、相手局へのリアルタイムの受信レポートの代わりに Digi-Sites を 

利用する方法を別途考えて既存の Digi-Sites に悪影響を与えない配慮が必要である。 

・「Exit Software」ボタン 

  ボタンクリック →「FT8 Image Transceiver」を閉じる。 

画像の受信 

 受信用の操作ボタンは「Digi Sites」ボタンのみである。FT8の信号の受信が終わると 

自動的に送信相手のコールサインと受信時間がキャンバスに表示される。（図７） 

 

図７ 
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備忘録 

・ WSJTX のインストール先はディフォルトの C:¥WSJT¥wsjtx¥bin¥wsjtx.exe で 

なければならない 

・ WSJTXの設定は TXマクロに JA3GQJ/IMAGEを追加する以外はウェブページなどの

説明にある通常の設定でよい。 

・ WSJTXが記録する受信コードのテキストファイル ALL.txtはWSJTXのファイル→ 

「ログディレクトリーを開く」を選択したらポップアップする次のフォルダーにある。 

 

 

 

・ WSJTX の起動、送信許可（n）、送信停止（H）の操作をソフトから行う為の関数の開

発には苦労した。 

・ WSJTX の起動にはひと工夫必要で WSJTX の送信許可（n）ボタンをソフトから On

するには「Alt + n」キーを送ればよいが、開発ソフトと、WSJTXは同時に走らせる必

要がある。開発ソフト側のボタンをクリックしてWSJTXを起動することは簡単である。

しかし、この時カーソルが開発ソフト側に移っているのでWSJTX起動ボタンを押すた

めにはカーソルがWSJTX側ではなくなるので「Alt + n」キーを送っても送信許可（n）

ボタンは手動の時のように On（有効）にならない。そのため WSJTX の起動するとき

にカーソルの位置が開発ソフト側とWSJTX側の両方で機能する配慮必要であった。 

・ 更に、送信許可（n）ボタンが On（有効）なると送信は毎時 15秒毎に繰り返し送信 

されてしまう現象を手動で On/Offする動作と同じことを自動化する必要があった。   

・ 自動化に当たっては毎時 15秒毎に繰り返し送信される操作を一回の送信で終わらせる 

必要もあった。 

・ プロセスを自動化には苦労した。手を変え、品を変えて ChatGPTに指示（依頼）を 

したが旨くいかず、最終的に時計を作って「Tx Permission」ボタンをクリックして 

毎時 14秒毎の時間を時計から検出してWSJTXが送信を開始する１秒前に「Alt + n」

キーを送って「送信許可（n）」ボタンが On（有効）なるようにした。その結果、WSJTX 

の毎時 15秒毎の送信が自動化出来た。 そして、「Alt + n」キーを送った 13秒後に 

WSJTXの「送信停止（H）」ボタンを On（有効）にする「Alt + H」キーを送って送信

の繰り返しをなくした。 
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・ C:¥のディレクトリーにフォルダー「IMAGE」を作って開発したソフトを置く。 

・ ァイル Aとファイル Bのテキストファイル（フォーマット） 

 

 

 

 

ファイル A 

 

ファイル B 

 

・巻末 APPENDICESに ChatGPTに指示（依頼）をした内容の一部を残す。 

 

・FT8 Image Transceiverのソースコードを別冊テキストファイルに残す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

As of 12 December 2024 
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APPENDICES 

 

ChatGPTに指示（依頼）をした内容の一部 

一回の指示（依頼）ではなかなか納得のいく回答は得られず何回も修正する指示（依頼） 

が必要であった。又、和文で指示（依頼）をするより英文で指示（依頼）したほうが 

返事の内容が希望する内容に近かったのは気のせいか？ 

 

・Please write code in Python that satisfies the following conditions. 

 

 

・Why does the still image of the downloaded file displayed 

 

 

・The image displayed on canvas2 in the following code with a problem is extracted from 

the callsign of the transmitting station from the string of a specific code transmitted 

by an amateur radio operator in WSJTX FT8 mode and try to download from the URL 

of the corresponding callsign in the local folder list, but it does not work well. Please 

fix it and write the full code. 
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・英文を使用するための翻訳ソフトはフリーの Windows 版「DeepL」を使用した。 

  このソフトは翻訳したい文章（和文、英文どちらでも）を選択して Ctrl キーを 

押した状態でキー「C」を二回クリックするだけなので ChatGPT と簡単にチャットが 

出来るので大変便利である。Windows 版「DeepL」のダウンロード先を下記に記録して 

おく。 

https://www.deepl.com/ja/windows-app 

 

 

https://www.deepl.com/ja/windows-app

